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おばあさんが かわで せんたくを していると、かわの うえのほうから、
おおきな ももが どんぶらこっこ、どんぶらこっこ、と、ながれてきました。
「まあ、なんて おおきなもも！」

ももたろうたちは、たからを もちかえり むらのひとたちに かえしました。
ももたろうが げんきに かえってきたので、
おじいさんと おばあさんも おおよろこびです。
わるい おにが こなくなったので、それからは みんな しあわせに くらしました。
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「それなら ゆるしてやろう。」
「これも おかえしします。」
おにたちは ぬすんだ たからを はこんできました。

おばあさんは、そのももを かわから ひきあげました。
「こんな おおきなもも！きっと おじいさんは びっくり するでしょう。」
おばあさんは、にこにこしながら ももを かかえて かえりました。

むかし むかし、あるところに おじいさんと おばあさんが すんでいました。
あるひ、おじいさんは、やまへ しばかりに、おばあさんは、かわへ せんたくに でかけました。

「まいった、まいった。こうさんだ。」
とうとう おにの おやぶんが いいました。

「もう わるいことは しません。」
おにたちは、てを ついて 
おおあやまり しました。
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ももたろうは、すくすく そだって つよい おとこのこに なりました。
まいにち、まきを わったり、はたけを たがやしたり、ふたりの おてつだいを しました。

「さあ、かかってこい！」
ももたろうは、つぎつぎと おにたちを やっつけました。

かえってきた おじいさんも、おおよろこび。
「こんな おおきなももは、みたことない。」
「はやく たべましょう。」
おばあさんが きろうとすると、ももが ポンと われました。

そこへ、きじが とんできて するどい くちばして おにたちを つっつきました。
さるも とびついて おにの せなかを ひっかきました。
「いたい、いたい。たすけてくれえ！」
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「なんだと！」
おにたちは とびだして きました。

そのころ、おにがしまから おにが やってきて、たくさんの むらを おそいました。
むらのひとたちの たべものや たからものを ぬすんだり らんぼうを したりしました。

いぬは、ちからいっぱい おにの おしりに かみつきました。
「いたい！ いたい！」

「おぎゃあ！ おぎゃあ！」
なんと、ももの なかから あかちゃんが でてきました。げんきな おとこのこの あかちゃんです。
こどもが いなかった、おじいさんと おばあさんは おおよろこびです。
ももから うまれたので、『ももたろう』 と なづけました。
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「おにがしまへ おにたいじに。」
「わたしも おともするので、きびだんごを ひとつ わけて ください。」
きじは きびだんごを もらい、ももたろうの おともに なりました。

やっと あらしが すぎました。
ふねは ぐんぐん すすんで いきます。
「しまが みえるよ！」
きじが おしえて くれました。

「では、ちからのつく きびだんごを つくるから もって いきなさい。」
おばあさんは、おいしい きびだんごを たくさん つくって くれました。
「きをつけて いくんだよ。」
ふたりに みおくられて ももたろうは おにたいじに でかけました。

しまのなかには、おおきな くろい もんが そびえています。
さるが ひょいと もんを のりこえ、なかから もんを あけました。
ももたろうたちは、やしきに とびこみました。
「わたしは ももから うまれた ももたろうだ！ おまえたちを せいばい しにきた！」

こんどは、きじが とんできました。
「ももたろうさん、どこへ いくのですか。」

あるひ、ももたろうが いいました。
「ぼくは おにがしまに いって 

わるい おにを たいじ してきます。」

ももたろうたちは、ようやく おにがしまに たどりつきました。
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とちゅうで そらを とんでいる きじが、さけびました。
「たいへん！ たいへん！ あらしが やってくる。」
つよい かぜが ふき、あめも ひどく なりました。
ふねは、おおきく ゆれて いまにも しずみそうです。

「おにがしまへ おにたいじに。」
「わたしも おともするので、きびだんごを ひとつ わけて ください。」
さるは きびだんごを もらい、ももたろうの おともに なりました。
こうして、ももたろうと、いぬ、きじ、さるは、うみべに つきました。

やがて、うみの むこうに おにがしまが みえてきました。
「おにの においが するぞ！」
はなを ひくひく させて いぬが いいました。

「おにがしまへ おにたいじに。」
「わたしも おともするので、きびだんごを ひとつ わけてください。」
いぬは きびだんごを もらい、ももたろうの おともに なりました。

そして さるも やってきました。
「ももたろうさん、どこへ いくのですか。」

たびのとちゅうで、いぬに であいました。
「ももたろうさん、どこへ いくのですか。」

ももたろうたちは ふねで おにがしまへ むかいました。


